
右の写真は、ちいさいものを

指でつまむ動きを促す道具です。

はじめに、お母さんが、一粒つまんで、

瓶の中に落として見せてあげましょう。

「からん」と、落ちる音がしたら、「いい音だね」とか、「カランっ
て音がしたね」と、声をかけてあげましょう。

子どもが、音に、興味を持ったり、大人の真似をしたいと思えば、
一粒ずつ、豆をつまみ、瓶の中に落としながら、つまむ⇒はなすと
いう動作を繰り返し楽しむでしょう。

手のひら全体を使って、握る⇒はなすが、スムーズにできるように
なってきたお子様におすすめです。

http://st-christopher.jp

※園に無断で複写・転載はご遠慮ください。
今月はなんと、2回も制作活動があり
ました。
6月21日はカエルさん。ストローか
ら息を吹き入れておなかを膨らます
ユニークな手作りおもちゃを作りま
した。
2回目は、6月28日の紙皿を使ったか
わいい七夕飾りです。
どうぞお楽しみに！

紺野先生による『子ども子育て講話』

2017年度 VOL.2

おひさまプール開放について

後日、日程その他を、幼稚園
のホームページに掲載します
ので、お手数ですが、ご確認
ください。
右のバーコードからご利用い
ただけます。
宜しくお願いいたします。

『手を使う（part1）』
手の器用さイコール指先の繊細さとスピードィーさという
印象があるようですが、それらに加えてパワーが必要な
ことをご存知ですか？どんなに速く動いても力がないと
不安定になります。子どもたちには道具を使う前に直接
手を使って色々なものをしっかりさわったり、しっかり握っ
たりすることをたくさん経験させてあげましょう！


